
様　式　イ

市民・企業等との協働の状況（市民・企業等の参加、支援、協力の状況）

■市民・企業等が参加しやすい環境づくり

■市民との連携、市民参加
　中高一貫教育の検討にあたり、平成18年度に実施したアンケート調査の結果を含め、検討成果として「札幌市における中高一貫
教育のこれまでの検討について」を取りまとめ、市民に公表し、中高一貫教育の検討にあたっての参考とするため、市民を対象とし
た意見募集を実施した。更に20年度実施予定の検討協議会について、公募による市民委員を募集し、多様な市民意見を取り入れ
て検討を進めていく。
■企業等との連携・協働
　 [資金協力]
　 [人材協力]
　 [情報協力]
　 [その他の協力]
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平 成 19 年 度 事 業 内 容 （ 決 算 ） 平 成 20 年 度 事 業 内 容 　（ 予 算 ）
□藻岩高校・新川高校の魅力ある学校づくりに向けた調査研
究等の取組みを推進。
□市立札幌大通高校の開校準備（教育内容、施設設備整備
等）。
□中高一貫教育に関して、幅広く市民ニーズを把握するため
に保護者及び子どもを対象として実施した「中高一貫教育に
関する調査（アンケート）」を取りまとめ、これまで検討してきた
内容と今後検討すべき事柄などについてまとめた「札幌市に
おける中高一貫教育のこれまでの検討について」を公表し、更
に中高一貫教育に関する市民意見の募集を実施。

□藻岩高校・新川高校の魅力ある学校づくりに向けた調査研
究等の取組みを推進。
□市立札幌大通高校の校内体制の整備、市民への周知。
□本市にふさわしい中高一貫教育のあり方や教育内容等につ
いて検討するため「中高一貫教育検討協議会」の設置、協議
会の開催（委員数15人、開催7回を予定）。
□市立高校合同説明会の開催（会場：札幌コンベンションセン
ター大ホール、対象：市立中学校3年生及びその保護者等、
収容：1,400人）
□インターンシップ等推進事業について、新たな仕組みの構
築に着手。
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□高校改革の包括的な進行管理を行い、これまで実施してき
た各校の特色づくりの検証に加え、今後のあり方についても検
討を進める。
□藻岩、新川について、他の高校の特色づくりや費用対効果
を考慮しながら、これまで各校が培ってきた特色づくりを活かし
検討を進める。
□通学区域の拡大に伴い、市立高校の教育内容や入学者選
抜制度等について、生徒・保護者に十分な理解及び周知を図
るために、市立高校合同の説明会などの実施を検討する。
□市立札幌大通高校の新設に伴い、定時制課程が無くなり空
き教室が生じる各学校（新川・平岸・啓北）について、今後の特
色づくりの方向性を踏まえ、空き教室の有効活用を検討する。
□中高一貫教育校について、学校関係者・外部有識者からな
る検討協議会を立ち上げ、本市における中高一貫教育校の必
要性とその望ましいあり方ついて協議の上、検討結果を答申と
してまとめてもらい、答申の内容や答申に対する市民意見等を
踏まえ、平成22年度中を目標に、設置の可否を含めた方針を
決定する。
□共通4施策を引き続き推進する。特に、進路探究学習にお
けるインターンシップ等推進事業については、事業の必要性
等に応じた新たな仕組み作りを検討する。

＜年 度 別 の 事 業 内 容＞
【平成19年度】市立札幌大通高校の開校準備。中高一貫教育
に関して、アンケートの実施、検討成果の取りまとめ及び市民
意見の募集。
【平成20年度】市立札幌大通高校の開校。中高一貫教育検討
協議会の設置。市立高校合同説明会の開催。インターンシッ
プ等推進事業について新たな仕組みの構築に着手。
【平成21年度】藻岩高校・新川高校の魅力ある学校づくりの方
向性について確定。中高一貫教育検討協議会からの答申書
の公表、答申書に対する市民意見の募集。新川高校・平岸高
校・啓北商業高校について、特色づくりを踏まえた空き教室の
有効活用について検討。平岸高校デザインアートコースのＰＣ
更新について検討。
【平成22年度】中高一貫教育校の設置の可否を含めた方針に
ついて決定。

平成 20 年度第 ２次新まちづ く り計画事業進行調書 （ その １ ）
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様　式　イ

事　業　費　の　進　捗　率 　（19年度実績事業費＋20年度予算事業費） ／ （計画事業費） 52.9%
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事　　業　　費　　の　　推　　移
項  目 19年度 計20年度 21年度 22年度

　平成１５年２月に策定した札幌市立高等学校教育改革推進計
画に基づき、生徒の能力･適性、興味・関心、進路希望等の多様
化に対応するため、普通科単位制・普通科専門コースの導入
や、特色ある専門学科の設置等、魅力ある学校づくりを進めてき
た。
　これらの特色づくりを行うことによって、生徒が自己の興味・関心
に基づいた学校選択を行うことが可能になるとともに、多様化して
いる生徒の学習ニーズに対応することが出来ることになり、生徒
一人ひとりの個性を伸ばし、自立した市民の育成に効果を上げて
いる。

　左記記載のとおり、各校の特色づくりは大きな効果を上げてい
るが、それを支える施設設備等の環境整備や財政的な支援の検
討を行う必要がある。

今   後   の   事  業  の  予  定  ・ 方  向
　平成21年度から道立高校については、石狩管内を石狩学区として一つの通学区域に統合し、札幌市立高校においても、同様に
全日制課程の通学区域を札幌市域としたことから、より一層、生徒の興味・関心、進路希望等の多様なニーズに対応した学校の特
色が求められることになる。
　また、中高一貫教育など札幌市立高等学校教育改革推進計画に位置づけられている事項については引き続き検討を進める。

事業名 特色ある市立高校づくり

評    価　（　成　果　） 課    題
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